
1 

～ふくしまの歴史と文化財～ 

文 字 摺 通 信  
                             第１００号記念増ページ特大号  

幕末信達地方に於ける文化サロンの展開 その１ 

 史料「書画詩歌連俳点茶挿花栞棋集」

を読む 

 若い頃あちこちの自治体史に関わりました。信達地方では、福島市、桑折町、飯野町、月舘町

などです。担当は近世史。政治・経済の主な所は先輩方が担当し、私は主に生活文化というか、

庶民の楽しみ・身近な文化を受け持ちました。これらの市町村史との関わりの中で拝見すること

ができた史料を当時とは違った角度から見直して紹介してみようかと思います。 

 今回紹介する史料は『月舘町史』に載せた史料「年未詳 書画詩歌連俳点茶挿花栞棋集」です。

こうした史料では掲載される氏名はペンネームが主なので実名が不明という人物が多いのですが、

冒頭にでてくる「ホハラ 適山」（熊坂適山[1796～1864]）、「スカ川 多与女」（市川たよ女[1776

～1865]）、「アヒツ 香村」（遠藤香村[1787～1864]）などから、『月舘町史』では「年未詳」とし

ましたが、１９世紀中ごろ、幕末の史料であることがわかります。 

 史料の最上段にタイトル「書画詩歌

連俳点茶挿花栞棋集」とあり、その下に

小さく「於布川茂林精寺開筵 四方諸

部学所能為論也  貴臨  月舘  山甫 

歹拝」と書かれています。つまり、幕末

に布川村（現伊達市月舘町布川）の茂林

寺で月舘の山甫（菅野新四郎）が主催し

た、書画・和歌・俳諧・連句・茶道・生

け花などを出品する一大教養イベント

信達連合文化祭なのです。なお、江戸時

代に月舘村はなく、菅野新四郎の住む

月舘は下糠田村の町場を月舘と称して

います。同様に川俣や保原もそうで、川

俣は町飯坂村と町大綱木村の町場を、

保原は中村・下保原村・町市柳村の町場

をそのように称しています。宿場町八

丁目は八丁目村・天明根村・鼓ケ岡村の
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